
★言語・コミュニケーション
言語理解・言語表出

前言語機能(模倣行動・指さし理解等)
非言語コミュニケーション

★認知・行動
情緒の安定、行動統制

弁別機能の拡充、表象機能の獲得
数量理解、文字理解、概念形成
思考の脱中心化、自己肯定感

私たちは、お子様は“ご家庭や
学校等の環境の中で相互に影響
を与えながら生活をしている”
と考えます。お子様がそれぞれ
の環境の中で行動した結果、
困った行動や不適応な行動とし
て評価されます。

外界からの情報を感覚情報から必要な
情報をとらえ、処理すること、さらに、
自分の体の輪郭のイメージを的確に捉
えて、自分の体を支え、四肢や発声器
官を適切に操作できるようにすること
を目指します。様々な環境の中で、適
切な行動をとれるようになることが、
第一の目的です。

全身を使って外
界に働きかけ、
調整をしながら、
それぞれの環境
（保育園・学校
や会社）に適応
し、身の回りの
様々な物事、事
象について理解
を深め、真理を
知り、自分身体
のコントロール
や人とのコミュ
ニケーションを
洗練させていく。
その中で感じる
達成感や満足感
の積み重ねが、
毎日の充実した
生活につながっ
ていくと考えま
す。

もしもこの時に、
「目や耳感覚器
官からの情報が
的確に脳に伝わ
らなかったら」、
「ここでいつま
で何をすればい
いのかがわから
なかったら」、
「自分の身体の
輪郭のイメージ
が持てなかった
ら」、「自分の
体を声帯をどう
やって動かすの
か使うのかイ
メージが持てな
かったら」、そ
の時どのような
行動をとるで
しょうか。

◆5領域の働きを育てる発達支援

反射・反応・行動

能力アップ

働きかけ・情報入力
発信・リアクション

相互交渉

５領域の能力を統合して、
状況の理解・思考・必要な発信やリアクションの選択を行う

環境から入る様々な
刺激や働きかけ

お子さま
・身体図式
・ボディイメージ
・自我形成

環境
・外界
・社会

①適応能力の獲得 ②人間形成 ③自己実現

★人間関係・社会性
対大人・対子ども関係理解
集団行動 メタ認知形成

未学習や誤学習への支援
お子様の特性に合わせた環境をつくるこ
とで、それぞれの発達段階で必要な学習
体験の積み重ねの促進の他、誤学習を防
ぐ為の配慮を行います。

5領域の働きからみた情報処理モデルと発達支援
外界からの刺激や働きかけに対して、下記5つの★の領域が、相互に連携/作用して働くことで、お子様の反射/反

応や行動【例)友達とゲーム等をして遊ぶ、着席して授業に参加する等】が引き起こされます。

フォレストサウンドの発達支援では、これら５つの★の領域の働きを高めることに加えて、環境調整や未学習等へ

の手当を行うことで、それぞれの状況に適応した反応や行動を引き出せるように支援します。

環境整備(構造化) 関わり方の配慮
シンプルでわかりやすい日課、視覚提示や構造化の
技法を用いた予定や作業提示を行います。

人は、五感(視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚)の他、固有感覚(筋肉や腱の収縮を
感じる器官から入力される感覚)、平衡感覚(三半規管や耳石器から入力される
感覚、いわゆるバランス感覚)を使って外界を理解し、同時に自分の姿勢や動作
状況等を認識します。そして、自分の体(両手足等)や言語等を使って外界とや
り取りする中で、事物への理解や概念形成、人間関係を学び、社会性を身に着
け人格を形成していきます。

私たちは、５領域への支援を通して、それぞれの領域の躓きを解消・軽減し、
個々の領域の働きや領域間の連携を活発にすることで、その場の状況に合わせ
た最適な行動を引き出すことを目指します。最終的には、環境に適応すること
で学習に対する興味や理解を高め、ご家族や友人、職場の仲間等、安心できる
人間関係の中で自らの目標に向かって生活できるようになることを目指します。

★運動・感覚
視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚
平衡感覚、固有感覚の統合

身体図式・ボディイメージの形成
粗大運動、微細運動の発達
※外界との交渉の拡大

★健康・生活
食事、排せつ、着替え

自己管理
年齢相応の生活様式の獲得

環境整備(構造化) 視覚支援
シンプルでわかりやすい日課、視覚提示や
構造化の技法を用いた予定や作業内容の提
示を行います。

◆“子ども”と“環境”の“相互的やりとり”のサイクル 

私たちが提供する発達支援の目標は、
お子様が保育所や学校、将来働く会
社等、地域社会(環境)に適応して生
活できるようになることです。

それぞれの環境に適応する素地をつ
くる事で、自発的に他者との関係性
や様々な学習をより深め、自らの目
標達成に向けて歩みを進めることが
できると考えます。

５領域は、それぞれの領域が独立して存在するのではなく、相互に影響を与えながら、
外界や社会との交渉していく中で発達します。
フォレストサウンドの発達支援では、これら５つの領域の機能を育てることに加えて、環
境調整や未学習等への手当を行うことで、それぞれの状況に適応した反応や行動を引き出
せるように支援します。

人、モノ、空間



●ポイントは、お子様が「人」や「環境」と上手く関われるようになること
人は目や耳等の感覚器官を通して外界の情報を取り入れています。そして、取り入れた感

覚情報を脳が瞬時に“識別・処理・判断”をして、自分の体や言葉を使い、それぞれの状況
に合った最適な反応を起こします。

例えば、学校の教室で授業を受けるときを想像してみてください。正面の黒板の前には先
生。クラスメイトと並んで椅子に座り、先生の話を聴きながら、必要があれば黒板に書いた
文字を板書します。先生からの問いかけがあれば、回答をする場面です。

まず、授業を受けるときに一番大切なこと。それは自分の気持ちを安定させて授業に集中
することです。「あー遊びたい！」、「友達とおしゃべりしたいな」、 「答えがわからな
い！イライラ」 、「眠い…」 「お腹減ったな…今日の給食は何かな」、「休み時間まで２
０分かぁ…」等、自身の中に次々と溢れ出てくる様々な感情を抑えながら、授業に向き合わ
なければいけません。

椅子に座っている時は、脳が“椅子に座る姿勢”をつくる時に使う各筋肉に対して、規定
の張力をかけるよう指示を出します。同時に脳は、全身の皮膚【触覚】、筋肉【固有感覚】、
三半規管【平衡感覚】から入ってくる情報を常にモニターして、姿勢が崩れそうになったら、
立て直すために再度全身の筋肉の張り具合を個別に調整する指示を出し直して姿勢を保持し
ます。これを小学校では４５分間継続します。

さらに、利き手には鉛筆を持ち、反利き手はノート等がずれないように抑えています。
ノートを取る時は、目で見て枠や行の幅を識別し、枠などからはみ出さないように文字を書
き写していきます。

目は先生の方を見ていますが、必要な場合は、正面にある黒板と手元のノートを何往復も
して見比べながら板書をします。この時に眼球は、平衡感覚からの情報をもとに３つの神経
と6つの筋肉を使い、とても繊細なコントロールが求められます。普段、私たちは無意識に
していますが、結構大変な制御です。

先生のお話を聴くときは、教室の中や外から耳に入る様々な音の中から、先生の音声を抽出
し、その音声が示す意味を頭の中で再度イメージ化し、過去の学習で獲得した知識や記憶を
用いて思考し、答えを導き出し、言葉等を使って返答します。

場合によっては、黒板を板書しているときに、不意に先生からの問いかけに答えないとい
けないような状況もあるでしょう。

もし、自分が同時に複数のことへの対処を求められたらどうしますか？同時に処理するの
が得意な人は問題ないかもしれませんが、いきなり聞かれたら、考えこんでしまう人もいる
かもしれません。

そんなときは、あらかじめ、どう対処すればいいのかというスキル【まずは、自分のして
いることに優先順位をつけて、順番に対処しよう等】を持っていれば、焦らなくても済みま
すね。

学校という環境で、先生や他の友達と一緒に授業を受けているシーンについて考えてきま
したが、少し考えただけでも、気持ちのコントロール、姿勢の保持、目と手のコントロール、
言語理解と表出、思考、様々な社会スキルの獲得…授業を受けるためには、実にたくさんの
能力を求められることがわかります。

①お子様の「困った！」行動には必ず理由があります。
例えば…
・保育園・幼稚園や学校でみんなと一緒に行動ができない。
・噛みつきや引っ掻き、暴言等、暴力的な行動や言動が絶えない。
・日課の変更が苦手。思い通りにいかないとパニックになる。
・言葉や認知の発達が気になる。
・手先が不器用。運動が苦手。

お子様の「困った！」行動…
そこには、発達水準特有の行動特性、障がい特性、環境要因等が見え隠れし
ています。
私たちは、困った行動の根本的な原因を見極めながら、発達水準・障害特性
に合った課題提示の方法、感覚や思考の特性による躓きの解消を行いながら、
困った行動を減衰・減弱させたり、発達を促していくことで“困った行動”
にアプローチしていきます。

私たちは、外界からの情報を上記表のオレンジ色の部分で示している、五感や平衡感覚(三半
規管)、固有感覚(全身の筋肉や腱の収縮を感じる感覚)から入手します。

その中から必要な情報を瞬時に選択、認知、思考して、外界に様々なリアクションを返して
いきます。

このプロセスを繰り返していく中で、感覚機能、運動能力、行動調整、認知機能、コミュニ
ケーション能力、言語能力、人間関係、社会性等を洗練・発達させていきます。

②お子様の困った行動の背景にある“要因”と“５領域との関連性”
お子様の「困った！」行動について、５領域からアプローチ。

●生活リズムと身辺自立の確立
【健康・生活】

支援を行う前にまず必要なこと。それは、お子様のコンディションを
ベストな状況に整えることです。その為には、食事や睡眠、排せつ等、
生活のリズムを安定させる必要があります。
例えば、体調がすぐれない状態、眠い状態等では、どんな支援を行っても

狙った効果が得ることは難しくなります。毎朝決まった時間に起きる。お腹
が減ってご飯を食べる。排せつをする。ゆっくり寝て疲れた体を休める。
生活のリズムを整えることは発達支援のベースとなります。
また、発達水準相応の自立（トイレ、着替え、排せつ、入浴等）の獲得も

大切な要素となります。

●感覚情報を通して自分と外界を適切に捉える
【運動・感覚】

視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚、平衡感覚(バランス感覚)、固有感覚(筋肉
の張力を感じる感覚)等の感覚情報から、外界や自分の身体の状態を的確に
とらえることは、運動発達、認知機能、言語理解、情緒発達、社会性の獲得
等のすべての発達において非常に重要です。
例えば、皮膚感覚（触覚）の働きに過敏さがあると、人と触れ合うこと

（急に触られたり、接近されること）を極端に嫌がることがあります。この
場合、集団行動をとることは難しくなり、教室等で他のお友達と一緒に過ご
すことを不快に感じることもあります。ストレスがたまり、場合によっては、
相手を引っかいたり、嚙みついてしまうこともあるでしょう。
また、抱っこ等のスキンシップを土台とした安心を感じることや人との

信頼関係を構築することもできず、情緒のコントロールも難しくなります。

◆発達支援のプロセス

お腹の中にいる
ときから自分の
身体を動かすた
めの準備を始め
ます。四肢を曲
げ伸ばした時の
体の重心の移り
変わりを感じ、
生まれた後は重
力に抗いながら
自分の身体を伸
展させ、四肢を
供応的に動かし
ながら、四つ這
いや二足歩行等
の移動ができる
ようになります。
障がいの影響に
より、筋肉繊維
のトーン(張力)が
生まれつき低い
ことや、筋肉の
張力を感じる感
覚(固有感覚)が弱
いこと、先述し
た皮膚感覚



私たちのア
プローチは、
いわゆる五
感の他、平
衡感覚や固
有感覚等の
情報を適切
に処理でき
るように整
えていくこ
と、自分の
身体の輪郭
を適切に把
握し、コン
トロールで
きるように
することを
目指します。
建物に例え
ると土台に
あたる部分
をしっかり
としたもの
にする作業
が中心とな
ります。

●ボディイメージを育てる
【運動・感覚】【認知・行動】

ボディイメージとは、下記、3つの感覚情報を組み合わせて作り出す、
自分の身体の輪郭のイメージや体を動かすときのイメージのことです。
ボディイメージの発達は、器用さ、空間把握力、見分ける・見比べる力、
文字や数学習の獲得などに寄与します。

①固有感覚：全身の筋肉や腱の張り具合を感じる感覚
②触 覚：皮膚に触れたり触った物の形、温度、硬度等を感じる感覚。
③平衡感覚：三半規管の中のリンパ液の流れや耳石器の動きから回転や

加速度を感じる。
ボディイメージが育つことで空間認知能力も育ち、落ち着いて
過ごすことができるようになったり、より精密な動作コント
ロールを獲得し力の加減ができるようになったりすること等が
できるようになります。

●コミュニケーション手段の確立
【運動・感覚】 【認知・行動】【言語・コミュニケーション】【人間関係・社会性】

言葉の学習は、相手を認識すること、見つけたものや感じたこと等を他者
と共有することから始まります。初期は手差しや指さしをしたりすることか
ら始まり、相手の話しや素振りを模倣する中で、語彙やコミュニケーション
能力を身につけることができます。
言葉の獲得には、感覚機能の発達、音を正確に出す為に唇や舌、喉や呼吸

の繊細なコントロールが求められます。さらに、三項関係や表象機能の確立
（過去に見たもの等を頭の中で再度イメージする力）等、いくつもの能力が求
められます。

●“見通しを持つこと”と“自発的で適応的な行動を引き出すこと”
【運動・感覚】 【認知・行動】【言語・コミュニケーション】【人間関係・社会性】

「見通しをもつこと」
例えば、作業を依頼されて取り組むとき、電車を待っているとき等に

「あとどのくらいで終わる」「何分に到着する」等のイメージが持てないと
どうでしょう。やはりストレスを感じるのではないでしょうか？
終わりが分かること、スケジュールを把握して見通しをもつ事で、目の前

の作業に集中して取り組んだり、安心して過ごすことができます。
自閉症スペクトラムでは、障害特性により、１日の生活の流れ等の、スケ

ジュールを頭の中でうまくイメージ化できないことや、発達水準によっては、
自分の思い通りに日課や作業ができないと不安になる方が多くいます。
そのような場合は、障がい特性や認知発達水準に合わせて、スケジュール

を視覚化して提示したり、シンプルな日課にして繰り返し取り組むことで、
１日の活動の流れを体験的に覚えられるようにします。
“何をどのくらいするのか”“いつ終わるのか”を明確化することで、

見通しと安心感を得て過ごせるようになり、さらにそこから自発的な行動
や適応的な行動を引き出すことも期待できます。

※上記は一例です。



◆お子さまの躓き（「困った！」という行動）の背景にあるもの

保育園や学校、ご家庭の中で、いわゆる“問題行動”と言われたり、
“困った行動”をとってしまうお子様たちの背景には、先ほど挙げたよう
に感覚からの情報を脳が適切に処理することができていない可能性が考え
られます。

ここでは、皮膚感覚（触覚）の躓きを例に考えてみたいと思います。皮
膚から入力される触覚情報を処理する働きには、“原始系”という働きと
“識別系”という２つの働きがあります。

原始系の働きには、身を護る働き（防衛・攻撃）、食べ物をとる働き
（捕食）、敵から逃げる働き（逃避）があります。太古から生物が身を護
るために使っていたとても大切な機能です。

一方、識別系の働きには、原始系の働きを抑制させ、触れたものの形や
素材の違いを判別する働きがあります。識別系が十分に機能することで、
情緒、言語やコミュニケーション、対人関係や社会性の発達に寄与する等、
人が社会生活を送るうえで非常に重要な能力を獲得するための土台となり
ます。

私たちは、普段、原始系の働きを抑制しながら生活をしていますが、脳
が触覚情報を適切に感知できないと、識別系が原始系の働きを抑制しきれ
ず、学校やご家庭の中等の場面で、“爪立て”や“噛みつき”、“逃避”
や“自己刺激行動”等、原始系の働き由来の行動が惹き起こされてしまい
ます。

皮膚感覚（触覚）の躓きだけで、すべてのお子様の状態像を説明するこ
とはできませんが、
“困った行動”の背景には、必ず理由があります。

◆フォレストサウンドが目指す発達（療育）支援のゴール

私たちが行う発達支援は、文字の読み書きや計算等の課題を、反復的に学習して出来るようにする
支援ではありません。

お子様の“困った行動”の原因に対して、感覚の過敏性や鈍感性に関するアプローチ、自分の身体
の輪郭や身体を動かすイメージの躓きに対するアプローチ、認知の特性や概念形成の躓きに合わせた
アプローチや環境の整備等を組み合わせて支援を行っていきます。

外界の情報を取り込む際の躓きや、そこに起因する情緒の不安定さの改善、誤学習や未学習の修正
を行っていく中で、思考の柔軟性や応用力、環境への適応性を身につけることを目指します。

自身を取り巻く環境に適応する中で、様々なことに興味や関心を拡げ、学びを深めていきます。
人や社会と関わる愉しさを感じながら、アイデンティティの確立や自分に自信を持つことを学ぶ中で、
お子様の一人ひとりがそれぞれの目標を持ち、達成できるようになることが、私たちフォレストサウ
ンドが目指す発達支援のゴールです。

具体的な支援については、次のページで説明いたします。

◆具体的な支援方法の一例 ※【 】の中は、対応する領域名です。
①タッチング（触覚等感覚アプローチ）
【感覚・運動、認知・行動、人間関係・社会性、言語・コミュニケーション】
※タッチング：作業療法士：木村順先生考案
様々な素材を手の平から肩部分にかかけてタッチしていきます。その関わりの中で、

触覚の働きのうち、識別系の働きを引き出していきます。併せて、相手とのやりとりにつ
いても学んでいきます。情緒の安定、眼球コントロール、対人関係、言語・コミュニケー
ションの向上が見込まれます。

②サーキット運動、統制、ほんき、挑戦
【感覚・運動、認知・行動、言語・コミュニケーション、人間関係・社会性】
全身を全力で使って環境にかかわる中で、自分の身体の輪郭のイメージ（ボディイメー

ジ）や姿勢の作り方、コントロール方法（シェマ）、情緒コントロールを学んでいきます。

③グループ活動〈音楽活動、ゲーム〉
【感覚・運動、認知・行動、言語・コミュニケーション、人間関係・社会性】
グループダイナミクスを活用し、仲間との協力や協調性を引き出し、成功体験や達成感

を積み重ねていく中で自己肯定感を育てていきます。

④教材学習
【感覚・運動、認知・行動、言語・コミュニケーション、人間関係・社会性、健康・生活】
方向づけ、形の見分け、大小、長短、比較、分類等、文字や数の学習や様々な概念形成

を下支えする学習からスタートします。お子様の興味や関心、発達水準に合わせて課題に
取り組んでいきます。ボタンはめ等、日常生活の練習等の課題にも取り組みます。

⑤言語聴覚士等による個別指導
【言語・コミュニケーション、認知・行動、人間関係・社会性】
表象機能、音韻理解や構音の躓きの分析から構音訓練などの個別指導を行います。構音

訓練は、椅子に座って対面で行うプログラムの他、小さなお子様には、食べ物などを使っ
て楽しみながら舌や唇のコントロールを学べるよう工夫しています。

⑥作業療法士等による個別指導
【感覚・運動、言語・コミュニケーション、認知・行動、人間関係・社会性】
ハンモックや回転椅子、トランポリンなどを使った個別指導などに取り組みます。

ボディイメージの発達、視覚や聴覚の働きを下支えする「平衡感覚」、「固有感覚」、
「触感覚」に対するアプローチを中心に行います。
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